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私に示された「真に霊的」であるとは　　　　　　　　　秋山均

「１」初めに　正直である事の重要性

主の前に立って、自分が何者でもなく、主の哀れみによってのみ　ここに立てられていると言うのは、福音を伝えるものとして立てられているものの共通基盤と信じます。自分を少し振り返る時　伝道者になって、最初の十年間は、なんとも言えない不安感がありました。伝道者としての確信のなさというのでしょうか。伝道者であることに確信がないのでもなく、今在る所での奉仕に確信がないのでも有りません。主の前にこれでいいのかという漠然とした不安感です。それの押し出されるように、いろいろな宣教学の本や教育学の本や、聖書神学の本を自分なりに読みました。また、なにかいい方法はないものかという思いもいつも有りました。もちろん、問題は方法論ではない。本質的な事だと言う思いは、一番深いところにいつも在ったのです。　

　伝道者、牧会者としての足りない歩みの中で、教会の方々の忍耐と祈りによって支えられてきたのです。が、教会のクリスチャンの歩みの中で起こるさまざまな痛みと問題について、自分なりに努力するのですが、かえって問題を複雑にしたり、傷めたりする事もまま在った事を認めざるを得ません。そして、そのような問題が、どういう訳か、繰り返されて起こります。そして、自分の無力を告白しながら、主に祈るのですが、祈りの力も失って行くのです。何かが違う。教会の壁か。いや、自分の中に在る霊的壁である事を、ある日悟らされるのです。

　自分自身の霊的壁に気がついた時に、インマヌエルの主が共におられて、完全に守り導いて下さる事の確信と、誰も奪い取る事のできない平安が与えられたのです。それまでは、いつも誰かを責めたくなるような気持ちに押されていました。

自分の霊的問題から来る、精神的問題の中にあったといえるでしょう。そして、この小さなペーパーは論文ではなく、私の小さなしかしとても大切な告白であり証なのです。この小さな証が、これを読まれる方の祝福となる事を心から祈ります。

「２」私に示されたキリストの栄光　　霊的壁が破られるために

問題が、自分の霊的壁であるならば、一体どのようにして乗り越える事ができる　　

のでしょうか。聖霊様の働きなしに、その事はありえません。そして、聖霊様の　　　　

働きとはなんでしょうか。

（１）聖霊様の働きの中で、キリストの栄光を現す事が、一番の働きです。

ﾖﾊﾈ１６：１４「御霊はわたしの栄光をあらわします。」また、罪と義と裁きについて世にその誤りを認めさせます。罪とは、キリストを信じない事であると言います。義とは、十字架の事を暗に述べています。そして　特に裁きについてはサタン（この世を支配する者）が裁かれたとヨハネは言います。（ﾖﾊﾈ１６：９～１１）三位一体の聖霊なる神は、キリストのことを、正しく理解させたいのです。

（２）贖罪論において

キリストを正しく理解するための核心はなんと言っても、十字架の理解です。すなわち贖罪論が正しく理解される事が、キリストを正しく理解する事であり、キリスト信仰の核心です。その時に、重要なのが、古典論の復権です。グスターフアウレン「勝利者キリスト」を読まれる事を進めます。なければ、ベイカー「神学辞典」贖罪　の項目を紐解いてください。客観論とは、身代わりの代価としてのキリストの血の理解です。古典論とは、サタンに勝利したと言うキリストの血の理解です。アウレンは、古典論の優位性を主張します。私の理解では、アウレンとは異なり、客観論と古典論は等しく重要であり、またいつも同時に述べられる必要の在るものと理解しています。パウロはコロサイ１：１３；１４で、サタンからの解放と、罪の代理による罪の赦しの両方を述べていると理解されます。

（３）組織神学の中における贖罪論の転換による　すなわちキリスト論の転換による再構成の必要性について

私の理解によれば、キリスト論を中心にして再構成されるべきです。ベルコフも

シーセンも正当な組織神学者です。が、キリスト論を中心に再構成されないと、知識だけで、人を生かすものにはなりません。また伝道になるものとは言えません。たとえば、教会論で言えば、キリストのからだである教会は、罪の赦しであるキリストの福音を述べるのみならず、キリスト者に現実に働くサタンの様々の騙し事に対しても、すでにキリストが勝利されている事を教える事が必要です。

私を道して、またわたしの歩むたびに、勝利者であるインマヌエルのキリストがおられるので、神のみ業が現れるしかなく、神の国は拡大するしかない事を告白できるようになります。この事が、終末論にもつながりますが、宣教論にもつながっています。一言で言うと、真に霊的とは、聖霊様が喜ばれる神学であり、

キリストの姿が正しく形成される神学であり、伝道になる神学の事です。伝道と言う言葉が誤解を与えやすいので、もう一度言いますが、福音かされる神学の事です。キリスト者が福音的になる事です。そして、福音かされたキリスト者を道して主が働き　未信者を福音かする事が、最も霊的なのです。霊的と言う時に清い品性とか、性格　生活とかも重要ですが、それは第二義的なものです。

　私にとって、霊的な壁が破られるのは、「主よ哀れみ給え。」と　言う祈りの中で、ある日キリストが、創世記３章以来の人間の根本的な問題の解決者であると認めた事から始まりました。そして、キリストだけでいいのだと結論を自分に出した時に、インマヌエルの確信が与えられ　心の中に誰も奪えない平安が与えられたのでした。主の臨在の平安と言っていいでしょう。その時から少しづつ、伝道になるようになりました。

「３」パウロの発見した霊的なこと

（1） 誰よりも聖書に通じていた律法学者サウロでしたが、復活の主に出会わされるまでは、真に霊的とは言えませんでした。イエスが、キリストであることがわからなかったのですから。私が理解するに、復活のキリストに出会う事は、もちろん転機ですが、パウロは自分の内面で、聖書をキリスト中心に読み直し、キリスト中心の神学を再構成する必要がありました。その時の１つのキーワードは、子孫です。創世記３章１５節の女の子孫。また創世記２２：１８節のアブラハムに与えられた約束の子孫。この子孫が、実はキリストだった。この神学的結論こそが、主はパウロを旧約と新約をつなぐ働きを誰よりもさせたもうたと信じます。

（2） パウロが使用する霊的と言う言葉　　　コーリンブラウンによる　

＃１霊的賜物（ﾛｰﾏ１：１１）命と力

＃２祝福（ｴﾍﾟｿ１：３）この中にはキリストの理解力（ｺﾛｻｲ１：９）

　　主への賛美（ｺﾛｻｲ３：１６　ｴﾍﾟｿ５：１９）　石、いけにえ

　　（１ﾍﾟﾃﾛ２：５）＝信仰告白

＃３キリストの臨在（１ｺﾘﾝﾄ１０：３）

いずれも　キリストへの信仰理解、信仰告白、信仰の確信、臨在と言う内容です。

「４」人物から見る霊的な人とは　ペテロとルターより学ぶ事

（1） 使徒ペテロより教えられる霊的と言う事　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ペテロのペンテコステ後の第一説教から教えられることがあります。使　　　

　　　　徒の2章の事です。ここでペテロは驚くほど大胆にキリストについての

　　　　宣言をします。旧約のヨエルの預言が成就したとまず宣言します。聖霊

　　　　降臨の事です。真に霊的という事を私達が共有する事の出来る歴史が始

　　　　まった瞬間です。旧約聖書を正しく解釈し現実に適用できるようになり

　　　　ました。次にイエスがキリストであり　十字架に着きよみがえられた事

　　　　を旧約を引用しながら宣言します。一見私達にとって当たり前のメッセ　

　　　　ージが　実は当時のユダヤ人には驚くべき聖書理解と宣言でした。聖霊　

　　　　によってのみ可能な聖書理解とキリスト理解でした。真に霊的な事の始　　

　　　　まりの内容そのものです。

（2） 宗教改革者ルターより

　　　　ルターが　神の義を発見する事が福音の再発見の始まりでした。（ﾛｰﾏ書

　　　　1：17，３：21～27）十字架の再発見でもあります。それからルターは、

神の何々と言うのは　すべてキリストを信じるだけですべてのキリスト　

者に付与される　神からの祝福であると悟ります。神の知恵、神のいの　

ち　神の力などです。私達がキリストを持っているので、キリストの中に有るすべての祝福が　すでに私達のものとなっていると言うのです。これは　ｴﾍﾟｿ１:３とも符合する事です。キリストの十字架の意味と、十字架の中にあるものを悟る事が出来たのは、もちろん聖霊様の恵みによるものでした。

「５」一見霊的に見えるが　そうではない偽りの霊的なもの　　　　　　　　　　

　　　　神秘主義と律法主義

（1） 神秘主義　これは感情的なだけであって、真に霊的とは言えません。聖霊様の導きは、本来の人間になる事であり　正常な人間になる事であって異常な人間になる事ではないのです。頭は、冷静になり、心は滅び行く魂に対して熱くなる事であると信じます。むしろ、キリストの十字架の意味がぼやけて自分の熱心さに頼るようになるとすれば、これは反キリストの業と言うべきです。天使を見たからといっても何も霊的ではないとパウロは言っています。頭なるキリストに結びつかなくてはとｺﾛｻｲ２:１８，１９で述べています。

（2） 律法主義　聖書を研究し、またそれを守るために命を賭けても真に霊的とは言えません。パウロがサウロと呼ばれていた律法学者の時代を振り返って、イエスがキリストである事を悟る前のすべてが糞であるとパウロは告白しています。（ピリピ３:３～８）人の前で、敬虔そうであっても、自己満足は有っても、真の平安はなかったのです。そして、キリスト者を異端として迫害し、死に追いやる事が使命であると錯覚していました。

「６」キリストを正しく理解する事を妨げるものがいます。それがサタンです。

（1） 私の体験より　キリストの３職の内　預言者　大祭司と言う事は信じていました。が　王であると言う事は、頭で認めていても現実の生活、伝道者生活のなかではほとんど意識もせずにすごしていました。しかし、ある日、キリストがサタンに勝利した王であると言う事を理解する事ができるようになりました。（１ﾖﾊﾈ３:８）また私達も王である祭司であると言う事を体験するようになりました。（１ペテロ２:９）このキリストの三職はどれが抜けてもいけません。特に私の中で、サタンに勝利したキリストということは私が思っていたよりも多くの領域に渡ることであると言う事を感じ始めたのです。自分の感情の領域にもサタンは弓矢を外から射って来ます。考えにも影響を及ぼそうとします。もちろんその結果としての言葉や行動にもです。キリストの御名で暗闇の力を退ける祈りをした時に解放される事がわかりました。サタンは、サタンに勝利したキリストをキリスト者が悟るのを一番嫌がるのだということもわかり始めました。自分の働く領域が脅かされるからです。

（2） ２ｺﾘﾝﾄ２:４，５　キリストの栄光にかかわる福音の光を輝かせないようにしているのはこの世の神である悪魔です。これは不信者にだけではなくキリスト者にも及びます。もちろん牧師　神学者にも及びます。

自由主義神学や宗教多元主義などは誰がキリスト教界で言い始めたのでしょうか。牧師　神学者です。その結果、聖書に対する信頼性は崩れ、またキリストに着いての唯一絶対性も破壊され、多くの教会が倒されていっています。

　自由主義神学の言うように　創世記の１章から三章までが神話であると言うのなら、どうしてキリストが必要なのでしょうか。神も善の概念のみ。現実の存在ではない。サタンも現実の存在ではなく悪の象徴としての概念にしか過ぎないと言うのですから。これでは、教会はサタンの思うままでしょう。

２０世紀において　その通りに教会は倒されて行きました。

「７」では、どのようにすれば真に霊的であると言う事を悟れるようになれるのでしょうか。

　（１）祈りのなかで　聖霊様に満たしてくださいと祈る事です。特別な事は　

　　　　　有りません。またできません。ただ、聖書を学ぶ時に、キリスト様の栄光だけを悟らせてくださいと祈る事です。エマヲ途上の弟子にキリストが聖書のいろんな個所から御自身について書かれてあるところを解き明かされたと有ります。その時に弟子達の心は内に燃えていました。

　　　　（ルカ２４:２７）　

2 ）伝道の場で　使徒１:８　聖霊様の力と導きによって、キリストが共に　　

おられるという証拠が与えられて、伝道になる時が来るのです。キリストの証人と主がして下さるのです。すなわち、キリストが共におられるという証拠を私達に下さるので、証人となるよという祝福の約束なのです。

「８」どこから始めれば良いのでしょうか

　（１）考えを変える　ピリピ４:６　心（感情）　と考え（思考、理性）をキ　　

　　　　リストにあって導きを受け守られる事を受け入れる事でしょう。

　　　（２）自分の心に問いかけ始める事です。

　　　　　　＃１　救いの喜びが今日も私の心の中にあるか。溢れているか。

　　　　　　＃２　祈りの答えが今日も私の歩みの中にあるか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（3） キリストが正しく語られているメッセージを聞きつづける。

「９」最後に

　　私が誰よりも霊的になって、伝道し又伝道になっていると主張している訳で　　

　は有りません。伝道になるものになりたいと思っているだけです。福音的であ　

　りたいと祈っているものです。そして、日本と世界の福音かに生かされてある　

　間は十分に用いられたいと願っているだけのものです。キリストの栄光を見続　

　けたいと願っています。この証を読んでくださっている方々も同じであると信　　

　じています。
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